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第3回無脊椎動物および植物の石灰化機構
に関する国際研究集会の報告

真野勝友器

標記の国際研究集会が， 1977年10月8日より11

日の4日間にわたり三重県賢島で行われました。

この研究集会は1971年10月に西ドイツのマインツ

で第1回が， 1974年10月にアメリカ合衆国の南カ

ロライナ州ジョージタウンで第2回が，開催され

（これらの研究集会については本誌第4号， 9号

に報告）たのに引き続き， 日本開催が合意を受け

たことにより開かれたものです。

今回の国際集会は、第1回および第2回の国際

集会に参加した日本人研究者を中心として，他の

国内の関係者も加わり組織委員会が組織され，具

体的丘準備が進められてきました。

会場と蔵ったのは，三重県志摩郡阿児町神明に

ある大阪商工会議所研修センターで，約70人の参

加者の会議場としては，大変理想的なものであり

きした。

参加者は国内50名，国外16名の合計66名で，そ

の他若干の真珠業関係の参加があり交した｡参加者

を専門分野別にみると，生物系13名,(古）生化学

系6名，医歯学系7名，地質古生物学系25名，水

産学系6名，その他（化学など)9名でした。この

うち，化石研究会々員は20名でした。

4日間にわたる会期中のプログラムから履る概

要は下記に示し注したが， 11のSesSiOn講演

発表は総数31件にのぼったため、非常に密度の高

いものとなり萱した。集会は，開会式のあと, Dr.

W11burの特別講演: Cells,crystalsandskel-

etonSではじまり, 1，生体鉱物形成機構に関して，

a)有機基質および生体鉱物（硬組織) (8件),

b) nucleation(3件) , c)生体における石灰

化現象（12件）および2.石灰化と系統・進化およ

び続成作用（8件）等の研究発表が行われました。

蚕た， このほか，夜間には, Sesslonalmeeb1ng

がもたれ軟体動物におけるcompartmenb l.heory

をめぐって活発丘討論がくり広げられ交した。き．つ

しりっをった講演日程をやりくりして, DELow-

enstamの飛び入り講演「飼育中のNeoplllnaの

生態」がスライト・を使って行われ，会場の参加者

の注目をあびてい室した。

Dr.Wllburの特別講演は最近の研究成果をも

とに，生体鉱物一硬組織一細胞の各レベルの研究

を総合的にまとめ，そのメカニズムと関連性を論

じたものでした。また，今回の研究発表では，動

・植物の硬組織の微細構造や再生および石灰化に

関するものが以前と同様に多くあり交したが,化石の

有機無機的分析をもとにした続成作用・系統問題

を論じたもの』皿皿nolog)を適用した古生化学的研

究, nucleationに関する生化学的アプローチ，

童た，今回ははじめて，脊椎動物の硬組織の無機

組成あるいは組織学的方法等による系統問題につ

いての研究が発表されたことも目だったものと云

えます。

全体として，時間の制約と講演の内容が多岐に

わたっていたため，それぞれの課題について深く

掘り下げるには不十分なところがあったと思われま

すが, SeSsionalmeebingでは最近のCOmlnrtm-

entthecryに関する討論に的をしぼったため，

多くの意見が出され、今後とも重要丘課題として

検討されることになり童した。

今回のこうした事情は現在の生体における石灰

化機構の研究が無脊椎動物・植物に限っても大変

広い分野にわたっており，それぞれの分野で研究

の蓄積が行われている段階であるということの反

映であると云えます。したがって今陵の研究集会

でも， こうした傾向は引きつがれることに尿ゐの

でしょうが，いくつかの問題にLぼぞ､たより集中

した討論も必要であると-号えられま-;-。また，夜

間の自由時間は個人的象形ではありきしたが，個器筑波大学学校教育部
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々の問題について討論を深めあい，語学的ハンデ

ィを越えてさらに互いに親交を深めることに大い

に寄与したものと思われますb

会場は参加者全員が講演・寝食を共にできたた

め，互いの交流を深める上で大疫好都合だったよ

うです。講演の終ったあとも思い思いに深夜まで

アルコール入りで討論したり, JapaneSe Style

の共同風呂に入ったりで，若い日本の参加者は会

期の終るころには片とと英語も板についてきて，

はじらいの感じもうすれ，それぞれ意気投合して

話し合っていたのが印象的でした。はじめ心配さ

れた日本食も何の問題も履く，ほとんどの外国人

が食べていたようです。

会期中に真珠研究所見学，バスによる鳥羽への

エクスカーションが準備され，会期後は京都・奈

艮の見学があり，ほとんどの外国人参加者が加わ

っており，彼らの感心の深さがよくわかりました。

しかし，時,々徴集される諸雑費には外国人ならず

とも日本人も少友は丘やまされたようでした。折

しも，円高旋風が吹き荒れていたこともあって，

会の終了後は一部の人を除き，早友に日本を発っ

ていったようです。

今回の集会の準備期間中に， 5月には国内シン

ポジウムが行われ，今回の参加者の大部分の人が

参加し，秋の集会が成功することを予告するこの

エうでした。募金活動も，最初のうちは大変あや

ぶ室れ蚕したが，財団，会社および個人の寄付に

より，赤字を出さずに済んだということです。個

人の寄付の大部分は,35人以上にものぼる化石研究

会々員であったことも，付言しておきたいと思いま

す。

次回の国際集会はまだ決っていませんが，英国

(Dr.Sinfiss)または米国(Dr.Lowenstanjかとい

う案が出されきしたが，決定するに至らず，今後更

に煮つめていくことになり寮した。

また，次回の候補地についての情報やさらに互

いの研究状況等についての情報等を交換していく

という意味で，ニュースレターを発行してはとい

うことになり， これは目下，米国のDr・Wilbur,

Dr.OrenShaWおよび渡部氏の間で具体化が検討さ

れています｡ 日本でのこうした連絡の世話役は，北

大水産学部の山田寿郎氏のところにお願いするこ

とに履りました。

Proceedingsは今年1月に原稿を締切り，年内

刊行を目指して，編集作業を進めていくことにな

り童した。産お，昨年5月の国内シンポジウムに

ついても英文によるpOSt-printを作る予定があ

り， これには文部省の助成金を申請して，それに

よる刊行を行うことができるということです。

今回の国際研究集会では，その準備運営・講

演等のすべてにわたって化石研究会,々員の参加が

著しく多かったのですが，それだけ，その成功に

大きな役割を果してきたということは末筆丘がら

明記しておきたいと思います。

(論文紹介）

Cs.M,BuCzkoandL．Vas（197？） ：

Effect of climateonchemical compositionof fossil

boneS. Nature, 269(5631), 792－793.

Vonach(1976)は，化石骨の窒素含有量(Nwt%) 大きい。

と年代との間に次のよう丘関係があるとしている。 著者らは，海水準の昇降のグラフの上に窒素の

logN=-0155 1ogt+0.681 含有量の変化を重ね合わせ，それらが麓〈ほどの

しかし， この論文の著者らはGreatHungarian 一致を示すことを明らかにした。化石骨の窒素含

P1ainから産出した椎骨のうち，絶対年代の測定 有量は，それらが保存された当時の気温条件によ

されている”00年までのサンフ・ルについて, N, って決定され，温暖な時には少〈，寒冷時には多

Fe,A17Caの含有量を測定した。Vonachの結果 いことが結論されている。

とはちがって，窒素含有量はきわめてバラツキが （秋山雅彦）
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